
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全国学力・学習状況調査の結果分析について、過日ご家庭にお配りしました。学校では、

授業をはじめ、子どもたちへの指導や支援のあり方について振り返る機会となります。 

今回、調査対象となった国語、数学、理科の各教科において、全国平均を上回っている

という結果を見たとき、子どもたちの日頃のがんばりやご家庭でのご支援の様子について、

ありがたさとともに感じ取ったところであります。 

しかし、目を配り、心を砕かなくてはならないことは、多くの子どもたちが間違えたり

答えられなかったりした問いについて、この後どのように指導するか、みんなで考え直す

ことです。さらに、教科の学習を苦手としており、学習に前向きになれない子たちの気持

ちを想像することです。 

先生方は、学校生活の大半を占める教科学習の時間を、子どもたちにとって、少しでも

分かるもの、楽しいものにしようと日々努力しています。その努力が、子どももたちの「わ

かった・できた」につながるよう、結果を冷静に受け止めたいと思います。 
 

「弱点こそ 最大の伸びしろ」 

この言葉は、陸上十種競技の日本記録保持者、右代啓祐さんが、母校である本校を訪れ

てくれたときに残してくださった色紙に添えられている言葉です。「弱点は誰にでもある。

それは自分が成長できる可能性と同一のもの。自分を信じて少しずつでもいいから前に進

もう。」という後輩へのメッセージだと受け止めます。 

中学校時代は、強い自我とともに友達と自分を比較することで自信をもてなくなったり、

入試というプレッシャーと闘って目の前に高い壁がそびえ立っているような感覚を抱いた

りする子が少なくありません。 

いつか、右代先輩のように、後輩を励ませるようなたくましい自分になれるためには、

いやでも自分の弱点と向き合わなくてはなりません。逆境においてもなおポジティブな思

考でピンチをチャンスに変える心意気が必要です。 

大人にできること…「あの人といるとなぜかポジティブになれる」そういう人がたまに

いますが、悩み多き中学生が自分の弱点や困難に立ち向かっていくときに、そのそばにい

る大人自身がポジティブでなければならない、そう自らを戒めます。 
 
廊下に掲示されていた生徒の短歌作品の中から一首 

「また明日」 君が手を振る 夏の夕 かけがえのない 毎日を知る 
 
ポジティブな姿勢に励まされているのは、大人の方かもしれません。 

江別市立大麻東中学校 学校だより 
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今年度の各学級での取り組みは「ちぎり絵」（テーマは「歴史」）、「調

査研究」（テーマは SDGs）、合唱の３部門。夏休み前からテーマを考

え、新人戦後に本格的な活動を開始しました。制作物については、完 

成予想図を共有した上で分担して作業を進め、悩む度に相談し、試行錯誤を繰り返しながらの活動でし

た。昨日、無事に全学級の作品が完成しています。 

合唱練習は日に日によりよいものにしたいという思いが強くなり、各学級では時に厳しい意見を交わし

ながら、３年ぶりとは思えない取り組みを見せています。当日は保護者の皆様に体育館で聴いていただく

ことを優先し、他学年は教室での視聴となります。そのため事前の交流会を学年別と縦割り学級別の２回

行い、お互いに生の合唱を聴き合う機会を設けました。各学年の同名学級が集っての交流会では、１年生

の明るい歌声、２年生のダイナミックな歌声、３年生の表現力豊かな歌声が体育館に響きました。入退場

も含めて洗練された動きを見せた３年生の姿は、1・２年生に鮮烈な印象を残したことでしょう。 

学級の活動が終わった放課後には、美術部、吹奏楽部が発表に向けて活動しています。そして生徒会

役員の面々はオープニング・エンディングの企画に奮闘中。明日、いよいよ本番を迎えます。 

 

■仲間と共に創り上げる学校祭     

叶 ～開け 輝け 未来の扉～ 
    

東中のゴミの量は 

去年と比べて 

どうですか？ 

教育目標 未来を切り拓く生徒の育成 ～共に学び 支え 鍛え合う～ 
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                         壮行会はリモートで行いましたが、久々に吹奏楽 

部の生演奏で入場行進を行うことができました。各 

部の新しい部長が緊張しつつも堂々と決意表明を 

行い、9／２（金）・３（土）、一部９／19（月）の大会に 

挑みました。管内大会は統一した日程ではなく、 

競技ごとに開催されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９／5(月)に江別市教育委員会少年指導セン

ターから講師を招き、「スマホ・ネット・ゲーム ～

心と身体を守り、未来につながる使い方を考えよ

う～」と題して情報 

モラル教室を行い 

ました。多様な機能 

を持ち、とても便利 

な側面を持つスマ 

ホ。インターネットで 

つながる世界について知識が足りず情報の取扱

いを誤ると、危うい立場に追い込まれてしまうこ

ともあります。依存症の可能性についても学び、

自分のスマホ使用やネット・ゲームとのつきあい

方について考え直す機会になりました。 

 

■いじめ根絶集会のその後 
ピンクシャツメッセージを掲示 

 

 
夏休み直前に行ったいじめ根絶集会の後

に、全校生徒がメッセージを書きました。いじ

め反対のポジティブキャンペーンである「ピ

ンクシャツデー運動」は、「傍観者にならず行

動を起こそう」という意思が込められていま

す。今回の集会のねらいと重なることから、Ｔ 

シャツ型のピンク  

の紙に、一人一人が 

いじめ根絶への思 

いを記しました。 

            たくさんのシャツ

が風にはためくように全員のメッセージが掲

示された生徒玄関前廊下。足を止めてじっと

読んでいる生徒の姿が見られます。 

■情報モラル教育講演会 
未来につながる使い方を考えよう 

■新チームで挑んだ 市内中体連秋季大会（新人戦） 

大会結果 詳しくは部活動だより、HP で紹介しています。 

◆バスケットボール男子 優勝 

◆バスケットボール女子 第３位 

◆バレーボール女子   第４位 

◆バドミントン男子   団体 準優勝 

    個人戦シングルス ○○○○ 第１位 

    個人戦ダブルス  ○○○○・○○○○ 第２位  ○○○○・○○○○ 第３位 

             ○○○○・○○○○ 第５位  ○○○○・○○○○ ベスト８ 

◆バドミントン女子   団体 準優勝 

    個人戦シングルス ○○○○ 第２位 

    個人戦ダブルス  ○○○○・○○○○ 第５位 ○○○○・○○○○ ベスト８ 

◆ソフトテニス男子  団体 第３位 

    個人戦 ○○○○・○○○○ 第５位  ○○○○・○○○○ 第７位 

        ○○○○・○○○○ 第８位               （敬称略） 
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日 曜 行  事 給食 

１ 土 学校祭 × 

２ 日   

3 月 振替休業  

４ 火 学校祭後片付け ○ 

５ 水  ○ 

６ 木 前期終業式 ○ 

７ 金 秋季休業～10/10  英語検定  

８ 土   

９ 日   

10 月 （スポーツの日）  

11 火 後期始業式 ○ 

12 水 南地区資源回収 ○ 

13 木 3 年学力テスト B ○ 

14 金 休業日（管内教職員研究会のため） 

北地区資源回収 

 

15 土   

16 日   

17 月 生徒会役員選挙 ○ 

18 火 2 年参観日 

管内中文連生体・英暗発表会 

○ 

19 水 今沢カゲロウ氏演奏・講演会 

3 年・5 組参観日 

○ 

20 木 市内一斉公開日 ○ 

21 金 1 年参観日  3 年教育相談 ○ 

22 土   

23 日   

24 月 3 年教育相談 ○ 

25 火 認証式 一斉委員会 3 年教育相談 ○ 

26 水 3 年教育相談 職員会議 ○ 

27 木 英検 IBA 3 年教育相談 ○ 

28 金 3 年教育相談 職員室入室制限 ○ 

29 土   

30 日   

31 月 避難訓練 ○ 

■１０月の行事予定 

■地域の力に…手作り雑巾を寄贈 

全校生徒が 

地域域貢献 

活動の取り

組みとして作っていた雑巾を、近隣２カ所

の高齢者施設に寄贈しました。生徒会長か

ら施設の代表の方へ手渡しました。 

 
 

メール配信の活用推進について 
学校から家庭にお伝えする情報には様々な

種類のものがあります。いつもたくさんの情報

を受け止めていただき、ありがとうございます。

今後、家庭と学校双方の負担を軽減したり、省

資源化したりするために、今以上にメール配信

の活用を進めていきたいと考えています。 

中学生の発達段階を考えたときに、生徒自身

が内容を把握して親御さんに伝えるという場面

も設けたいので、プリントでのお知らせを全て

なくすことはしません。内容によって紙とデータ

を組み合わせながら行っていくことになります。

また、スマホの機種や契約プランによっては、添

付文書をスムーズに開けない、通信費がかか

る、という問題もあるため、できるだけ本文で内

容をお伝えできるようにします。 

10 月からは、参観日の案内をメール配信の

みで行う形に移行させていただきます。本文中

に記載のＵＲＬにアクセスして、出欠の回答も簡

単にできるようにする予定です。 

紙での案内が必要な場合は、お手数ですが

担任または教頭にご連絡ください。 
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■吹奏楽部が定期演奏会を開催 

第 32 回吹奏楽部定期演奏会を 9/19（月）

にえぽあホールで開催しました。工夫した掛け

合いによる進行で会場を楽しませ、今年のコン

クール曲の他、クラシックから話題のキツネダン

スまで幅広い演奏を披露しまし 

た。会場にお越しくださった皆様、 

ありがとうございました。 

文化庁主催の「文化芸術による子供育成推進事業芸術家

の派遣事業」により、本校の卒業生でもある今沢カゲロウ

氏（BASSNINJA として世界に知られるベーシスト、昆

虫画家、昆虫食開発者、四国大学特任教授。）の演奏・講

演会を実施できることになりました。10/19(水)の 3・4

校時、全校生徒を対象に、本校体育館で開催します。 
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